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２ 部の経営資源

（１）部の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２）事業規模 ※R4職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業 担当課数 5 課

7,206

会計年度
任用職員

14,773

1,541,575

職員数 正職員
会計年度
任用職員

正職員 374,712

歳入予算額 800,113 歳出予算額 担当予算小事業数 46

コンパクトシティの推進
　立地適正化計画に基づき、都市機能誘導区域への都市機能の誘導を図るなど都市の拠点性を強化するとともに、居住促進区域内においては、生活サービス施設の
充実および防災の視点を取り入れた利便性が高く、安心・安全なまちづくりを進めます。

令和６年度 部の運営方針書
都市整備部

57 52 5 人件費

【部の使命】
　 都市の健全な発展と秩序ある整備を図り、緑と調和し景観に配慮した安心安全な都市環境を確保するため、まちづくり総合計画、都市計画マスタープラン及び緑の基本
計画等に基づき、持続可能なコンパクト・プラス・ネットワークによるまちづくりを公民連携により推進します。

【部の目標】

【行財政改革への取組み】
・　業務の進捗状況を共有、分散、平準化、DXも含めた業務の効率化を意識した業務遂行を推進し、残業代等人件費の削減に努めます。
・　官民連携の取り組みおよびデジタル技術の活用を推進し、トータルコストの削減、持続可能な行政サービスの提供を行います。
・　計画的な維持管理の方針や長寿命化対策を定め、施設の安全性確保と機能保全を図りつつ、ライフサイクルコストの軽減や平準化を図ります。
・　官民連携を促進することにより、公共施設から発生する樹木等の処分費などの歳出を抑制するとともに、有効資源として売払いを行うことで歳入の確保に努めます。

建築開発指導事業
　良質で安心安全な都市基盤、住環境を確保するため、関係法令による審査、許可業務等を適正に行います。

公共交通ネットワーク形成事業
　持続可能で市民が利用しやすい公共交通ネットワークを図るため、令和2年度に策定した交通のマスタープランである「周南市地域公共交通計画」に基づき、公共交
通の利用促進施策などの事業を実施します。

公園・街路樹維持管理事業
　老朽化した遊具等公園施設の維持・修繕を実施するとともに、大木化・老木化が進行する樹木については、安全と景観に配慮し、伐採・撤去を含めた適正な維持管理
を行います。公園愛護会等地域ボランティアと連携・協働し、地域の緑化活動を推進します。

富田西部第一土地区画整理事業
　事業完了に向けて公共施設の整備工事や各種完了手続きを進めます。



都市整備部

３ 部の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・後期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策
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◆庁内の地理空間情報の集約と共有を進め、また、統合型・市民公開型GISを導入することによ
り、業務の効率化や市民サービスの向上を図ります。

目標 実現したい成果　（最終目標）推進施策

生活基盤
暮らしやすい都市環境の整備
計画的な土地利用の推進

7

生活基盤
交通網の充実
公共交通の確保・充実

8

生活基盤
交通網の充実
交通結節点の環境整備

9

生活基盤
交通網の充実
駐車場・駐輪場の管理

5

生活基盤

1

◆人口減少・少子高齢化社会に対応するため、都市機能や居住の適正な立地を図るとともに、
公共交通ネットワークとの連携により、持続可能な都市構造を構築します。
◆社会情勢や土地利用の現状や動向を的確に把握し、都市計画施設の見直しを進めるととも
に、適正な地域地区の指定等により土地利用の規制と誘導を図ります。
◆第７次国土調査事業十箇年計画に基づき、地籍調査事業を推進します。
（目標値）居住促進区域内人口密度　令和６年度47.3人/ha

6

2

4

生活基盤
暮らしやすい都市環境の整備

都市経営
効率的かつ効果的な行政マネジメントの推進
ICT等の活用

3

空き家・空き地対策の推進

暮らしやすい都市環境の整備
計画的な土地利用の推進

◆立地適正化計画に基づき、また、庁内関係課と連携を図り、医療、福祉、子育て支援、商業等
の生活サービス施設の充実を推進します。

◆賑わいを生み歩きたくなる都心軸の形成を図るために、公共空間や空き地などの低未利用地
の利活用を推進します。

◆コンパクトなまちづくりと連携した公共交通ネットワークの構築に取り組み、将来にわたって持
続可能で利便性の高い公共交通の実現を図ります。

◆公共交通利用者の利便性や快適性の向上を図るため鉄道駅等の主要な交通結節点の一体
的な整備に取り組み、誰もが利用しやすい環境の実現を図ります。

◆鉄道駅に近接する市営駐車場や市営駐輪場を適正に維持管理し長寿命化を図るとともに、路
外駐車場事業の健全な運営を行います。

生活基盤
都市拠点等の形成
中心市街地の拠点性の向上

生活基盤
暮らしやすい都市環境の整備
魅力ある景観の形成

◆景観まちづくりへの意識の醸成を図り、市民の積極的な参画・協働により各地域ごとの景観形
成、保全、創出を公民連携により推進します。

◆徳山駅周辺の公共施設を対象とした民間事業者のノウハウや創意工夫を活用した一体的な
管理運営を推進します。
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13

生活基盤
暮らしやすい都市環境の整備
公園・緑地等の整備

14

地域づくり
市民活動の促進
市民活動の支援の充実

18

生活基盤
暮らしやすい都市環境の整備
快適な住環境の整備

16

生活基盤
暮らしやすい都市環境の整備
快適な住環境の整備

17

生活基盤
交通網の充実
幹線道路網の整備

15

環境共生
低炭素・循環型社会の実現
低炭素社会の構築

10

生活基盤
暮らしやすい都市環境の整備
快適な住環境の整備

11

生活基盤
暮らしやすい都市環境の整備
安心安全な住まいづくり

12

生活基盤
暮らしやすい都市環境の整備

20
幹線道路網の整備
交通網の充実

19

生活基盤
暮らしやすい都市環境の整備
公園・緑地等の整備

生活基盤

公園・緑地等の整備

◆土砂災害特別警戒区域内の既存建築物の安全性を確保します。
◆民間建築物のアスベスト対策を促し、市民の健康被害を未然に防止します。
◆大規模盛土造成地の調査・検討を行います。

◆富田西部第一土地区画整理事業：公共施設の整備並びに換地計画の認可取得等の事業完
了に係る諸手続きを進めていきます。

◆中溝線道路整備事業：道路整備の推進及び用地買収、物件移転を実施し、早期の供用開始
に向けて事業を進めていきます。

◆土地区画整理清算事業：新地地区の清算完了及び久米中央地区の清算金の交付・徴収手続
きを進めていきます。

◆土地区画整理管理事業：管理施設の適切な維持管理を行います。

◆街路整備県事業負担金：適宜負担金額の状況を把握し、必要に応じて予算措置と適切な支
出事務を行います。

◆「周南市緑の基本計画」に基づき、防災機能にも配慮しながら、公園・緑地の適正な配置と計
画的な整備を進め、市民の安心安全と快適な緑の空間を構築します。
（目標値)公園遊具の改築・更新公園数　令和6年度17箇所

◆良好な景観や環境を保全するとともに、利用者の安心安全を確保するため、街路樹や公園の
適切な維持管理を行います。

◆永源山公園で開催されるイベントや、公園愛護会・ボランティアなどの市民活動の支援を行い
ます。

◆公園・街路樹等の維持管理業務で発生する剪定枝、伐採木等の資源を再利用及び有効活用
を推進することで、循環型社会構築に寄与します。

◆確認審査を適正実施し、全件法定日数内処理を実施します。
◆開発許可、宅地造成許可を適正に実施します。


